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【ランピースキン病について】
感染方法、症状、発生予防・侵入防止対策、まん延防止措置   

     など   ※ QRコードを参考にしてください。

【国内2例目の概要】鹿児島県日置市

疑似患畜 ：1頭 飼養状況 ： 肉用牛飼養農場（３５頭）

経緯  ： 11月３日、診療獣医師から発熱、体表に結節がみられると通報を受け、
４日に家畜保健衛生所において遺伝子検査を実施
５日、農研機構動物衛生研究部門での精密検査結果、疑似患畜と決定

※発生農場から半径5km以内の農場に異状がないことを確認済

「今後の対応」

〇疑似患畜を殺処分

〇発生農場から半径5km以内の農場(14農場)について、飼養牛の移動制限
（移動制限はワクチン接種完了後21日間）

〇発生農場を含む半径5km以内の農場の飼養牛（約1800頭）にワクチン接種を実施

〇県内の牛飼養農家や関係機関に対し、情報提供するとともに、害虫駆除（殺虫剤
散布）などの対策の徹底を啓発・指導 など

【国内３例目の概要】長崎県対馬市

疑似患畜 ：４頭 飼養状況 ： 肉用牛飼養農場（１４頭）

経緯  ： 11月４日、農場から通報を受け、立入。
６日に家畜保健衛生所の検査結果について、国と協議した結果、
疑似患畜と決定。

「今後の対応」

〇疑似患畜を殺処分

〇発生農場から半径5km以内の農場(２農場) にワクチン接種を実施

〇県内の牛飼養農家へ注意喚起を行い、異常牛の早期発見・早期通報を指示 など

【本病を疑う異状を認めた場合】
・疑わしい牛の隔離、生きた牛等の移動の自粛。
・速やかに、診療獣医師、家畜保健衛生所までご連絡ください。 
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